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２０２6 年度 
全道トライアル選手権シリーズ  特別規則  

2026.1.1 
MFJ 北海道地区トライアル部会 

本特別規則は、MFJ 国内競技規則に基づき北海道地区トライアル部会が定める全道トライアル選手権の特別規則である。 
 
【1】 大会主催者・実⾏組織および開催日程 
 詳細は、別途レースカレンダー・公式通知にて示される。 ※ 2026 年シリーズにおいてボーナスポイント大会は設定しない。 

【2】 公式通知 （タイムスケジュールを含む） 
 本規則に記載されていない競技運営に関する実施細則および参加者への指示事項並びに詳細なタイムスケジュールは公式

通知にて発表する。 ※ 公式通知は MFJ のホームページに掲示される。 
 タイムスケジュール 

11:00〜11:20 を休憩給水時間としセクションを一時閉鎖する。主に熱中症対策とオブザーバーの休憩のため 
ゴール時刻は、この 20 分間を設けることにより後ろにずれることになる。 
※ 例えば持ち時間３時間30 分の場合、スタート 9:00 ゴール 12:50 

 下⾒ 
全道トライアル選手権では前日および当日スタート前のセクション内に入っての下⾒は可とする。 

【3】 競技種目 
 エンジョイクラス 
 ジュニア/NB クラス 
 NA クラス 
 IB クラス 
 IA クラス 

【4】 参加資格 
 ライダー 

1) 公認クラス（J/NB・NA・IB）は 2026 年度有効な当該クラスの MFJ トライアル競技ライセンス所持者。 
2) エンジョイクラスは 2026 年度有効なエンジョイライセンス、他種目（MX・ED 等）の競技ライセンス所持者とする。 
3) IA クラスは 2026 年度有効な当該クラスの MFJ トライアル競技ライセンス所持者。 

 アシスタント ※ 全道トライアル選手権においてもアシスタントの登録が認められる。 
1)資格は以下の当該年度有効な MFJ ライセンスを所持していること 

・エンジョイ ・競技ライセンス（種目問わず） 
※ 登録が認められた場合、MFJ 国内競技規則 トライアル 付則20 全日本トライアル選手権大会特別規則 

8 アシスタント、 12 ペナルティー の項が適用される。 
※ 出場申込︓大会エントリーと同時に申し込む。 
※ 登録料︓無料 

【5】 参加定員 
 参加申込に対する定員は定めない。 
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【6】 ライダーの装備 
 MFJ 公認ヘルメットの装着が義務付けられる。※ ⾞検時に公認マークの確認を⾏う。 
 ヘルメットおよび装備品には「ウェアラブルカメラ」の装着が禁止される。 
 バックプロテクター、チェストガード等のプロテクター類を装備することが強く推奨される。 

【7】 参加申込期間 
 大会開催日の１ヶ月前から 7 日前まで必着（エントリー用紙とエントリー料が到着していることを条件とする） 
 締切日以降に到着した場合は、大会当日ペナルティ（1,000 円）を支払う。 
 締切日以降及び当日も、事前連絡のうえエントリーを受け付けるが、ペナルティ（1,000 円）が加算される。 

1)締切日以降のエントリーについては参加賞を準備しない。 
2)当日エントリー分はスタート時間までにパンチカードの準備が間に合わない場合もある。 

【8】 エントリー料⾦ 
 
 
 
 
 

・ 全戦一括エントリーにおいて大会中止による返⾦はシリーズ終了後、事務手数料 660 円を差し引いて返⾦する。 
・ 全戦一括エントリーにおいて日程変更（延期）が発生し参加できなくなった場合の全戦エントリー者への返⾦は不可とする。 

【9】 エントリー方法 
 現⾦書留の場合 

所定の参加申込書に必要事項を全て記入の上、前項のエントリー料⾦を添えて現⾦書留にて申込む。 
 郵便振替の場合 

1) 主催者が指定する郵便⼝座に前項のエントリー料⾦を送⾦し、申込先に郵送または FAX（011-763-3620）する。 
2) 入⾦が確認された後、参加受理書が発送される。 
 郵便⼝座番号 

記号 19090 
番号 45482771 
加入者名 ホッカイドウチクトライアルブカイ 

 他の⾦融機関から振込の場合 
銀⾏名 ゆうちょ銀⾏ 
店名 九〇八店（キュウゼロハチ店） 
店番 908 
⼝座番号 普通︓4548277 

 申込先 
〒001-0903 札幌市北区新琴似3 条2 丁目１１－３ 
MFJ 北海道地区トライアル部会 山田淳二 
TEL︓090-9439-8206 FAX︓011-763-3620 メール hokkaido.trial.section@gmail.com 

 MFJ ホームページ内に WEB エントリー可能なフォームを設ける。 
 

クラス エントリー料⾦ 全大会年間一括エントリー料⾦ 

IB・NA・NB クラス \8,000 \56,000 
IA クラス \6,000 \42,000 

エンジョイ・ジュニアクラス \6,000 \42,000 
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【10】 参加受理または拒否 
 必要事項のすべてが明記された出場申込書及び所定の⾦額が大会事務局に受理された時点で参加が受理された 

ものとする。 
 一旦受理された出場料は､大会中止以外一切返還しない。 
 大会中止の場合、参加者が支払った出場料は事務手数料（660 円）を差し引き返還されるが、他の損害賠償を主催者に

請求することはできない。 
 主催者は参加者に対してその理由を明らかにする事なく申し込みを拒否、または無効とする権限を有する。 

【11】 ゼッケンナンバー 
 全道トライアル選手権シリーズ戦については年間指定ゼッケンとし、規定の書体及び色分けでナンバープレートに 

記入する。 
 年間指定ゼッケンナンバーは 2026 年度全道トライアル選手権シリーズ指定ゼッケン表による。 
 指定ゼッケンを持つものは、大会エントリー時にゼッケンナンバーをエントリー用紙に記入の上、申し込むこと。 
 指定ゼッケンを持たない参加者は受付順に空き番号を割り振る。 
 自動昇格者（NA→IB、NB→NA）には「ルーキーゼッケン（01・02…）」が適用される。 
 エンジョイクラスのゼッケンはエントリー受付順とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【12】 希望ゼッケン 
（MFJ 北海道地区トライアル部会で随時受付TEL︓090-9439-8206 メール hokkaido.trial.section@gmail.com） 
 希望者は北海道地区トライアル部会に申し込み､ゼッケンの年間使用代として 10,000 円（税込）を支払う。 
 但し､399 番を限度として空きのある番号に限る｡ 

【13】 出場受付 
 出場受付は、定められた時間内に必ずライダー本人またはチーム員等が出向き、MFJライセンス、参加受理書を提示して出場

資格の確認を受けなければならない。 
 MFJ ライセンスを提示できない場合は、出場を認めない。 
 健康保険証は、提示しなくても良いが、万一負傷した場合に備え、必ず持参すること。 
●   大会当日の出場受付時、メディカルパスポートを持参していることを確認する。 

【14】 ライダーズミーティング 
 参加者は、必ずライダーズミーティングに出席しなければならない。 

※ 感染症の拡大状況により、書面配布方式を採用する場合がある。 
【15】 表彰 
 競技終了後に表彰式を⾏い、上位入賞者に表彰カードを授与する。 
 年間ランキング発表はシリーズ最終戦に⾏い、上位入賞者には MFJ 本部から認定証が送られる。 

 

ゼッケンナンバーの色 
エンジョイクラス 白地に赤文字 
ジュニアクラス ⿊地に白文字 
NB クラス 白地に⿊文字 
NA クラス ⻩色地に⿊文字 
IB クラス 緑地に白文字 
IA クラス 赤地に白（⻩）文字 
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【16】 昇格基準（2026 年度） 
1) 自動昇格  

J／NB → NA 全道トライアル選手権においてポイントランキング上位1 位の成績を得た者。 
※ 同点者のある場合はこの人数を超えることができる。 

NA → IB 全道トライアル選手権においてポイントランキング上位1 位の成績を得た者。 
※ 同点者のある場合はこの人数を超えることができる。 

2) 申請昇格 
IB → IA 全道トライアル選手権においてシリーズチャンピオンとなり、昇格申請を提出した者。 

    
【17】 全道トライアル選手権ランキング決定基準 
 全道トライアル選手権年間ランキングの順位づけは下記の方法により決定される。 

1)獲得ポイントの多い順。 
2)同点の場合は上位入賞回数順 。 
3)さらに同点の場合は最終戦結果上位のものを上位とする。 
4)上記3)で決定できない場合は最終戦に近い同一大会成績結果上位のものを上位とする。 
5)上記4)で決定できない場合は、前年度のランキング順とする。 
6)上記5)で決定できない場合は北海道トライアル部会において最終決定する。 

【18】 参加者の遵守事項 
 参加者は大会期間中を通じて次の事項を守らねばならない。 

1)MFJ 国内競技規則・本特別規則ならびに競技運営上の規定（公式通知等）及び競技役員の指示に従うものとする。 
2)大会会場付近では、⾞の⾛⾏に充分注意し付近住⺠等に迷惑を与えるような⾏為は絶対に⾏ってはならない。 

 ナンバープレートの表面にスコアカードなどを留めてはならない。ゼッケンが確認できるように注意する。 
 ⾞検時にはバイクから降⾞する。⾞検担当者の確認作業の邪魔にならないように。 
 感染症の拡大状況により主催者の講じる感染症対策に協力すること。 

（遵守いただけない場合は、他の参加者・役員・観戦者の安全確保等の観点から、競技の参加を取り消したり、途中退場を

求める場合がある。） 

【19】 環境マットの使用について（全クラスに適用） 
 パドックにおいては地面オイル・ガソリン等をこぼさないように「マットまたはシート」の使用を義務付ける。 

（マットまたはシートは⾞体全⻑およびハンドル幅以上のもの） 
 ビニールシート等を使用した場合には吸収素材シートを準備し、こぼれた場合には素早く処理すること。 

【20】 損傷の責任 
 競技開催期間中に起こった損傷は自らが責任を負うものとする。 
 競技役員等主催者側はいかなる場合も一切の損害賠償責任を負うことはない。 
 競技に関連して起こった事故により負傷した場合、スポーツ安全保険の保険⾦が請求できるので、必ず大会本部に 

申し出て負傷者の登録をすること。 
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【21】 公認競技会における出場⾞両について 
 IB・NA・NB・ジュニアクラスの出場⾞両は、2026 年国内競技規則のトライアル基本仕様に合致しており、MFJ 公認⾞両がベ

ース⾞両でなくてはならない。（エンジョイ・IA クラスはこの限りではない） 
1)MFJ 公認⾞両の一覧は、2026 年国内競技規則 総則 公認⾞両等 に掲載される。 
2)規則書掲載後に新規追加された場合は MFJ ホームページにて、順次公開される。 
3)IB クラスの⾞両はメーカーまたは総輸入代理店からの特別申請があった場合に限り、競技専用⾞両（IA スーパークラス 

使用⾞両）での参加が認められる。 
 ⾞両についての仕様は競技規則 トライアル 付則21 トライアル基本仕様 を守ること。 

【22】 本規則の解釈及び施⾏ 
 本規則は 2026 年の全道トライアル選手権シリーズ開始時点より有効とする。なお、本規則に示されていない事項は､ 

MFJ 国内競技規則による｡ 
 本規則は MFJ のホームページに掲示される。 

 
以 上 


